


　　　　　令和　年  月  日

利用申込書

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
システム計算科学センター長  殿
                                                  　　　　　（所属機関名）
                                                  　　　　　（利用者氏名）
                                                  　　　　　                
プログラム等の利用申込みについて（依頼）

  標記のことについて、下記のとおりプログラム等の利用を申し込みます。

記
１．利用希望プログラム等の名称
２．利用希望プログラム等の略称
３．利用開始希望時期          　年  　　月  　　日
４．所属機関名
５．所属部課室
６．利用者氏名
７．電話番号
８．ＦＡＸ番号
９．電子メールアドレス
10．利用希望理由及び利用目的（具体的に）

11．利用者の計算機システム及びOS
　　計算機システム：
　　OS：
12．利用者の計算機の設置場所
　　所在地：
　　所属機関名：
　　所属部課室：
　　居室場所：
13．特記事項

※利用者が外国籍の場合には、非居住者（国外居住または国内入国後６ヶ月未満）に該当するか否か、及び上陸許可日を「特記事項」に記入してください。

※記載の個人情報は、①利用目的の確認、②外為法対応の要否確認、③コードの送付及び連絡に使用します。
                                                    　　　　　令和　年  月  日

プログラム等の遵守事項の誓約書

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
システム計算科学センター長  殿
                                          　　　　　機関名（会社名）
[bookmark: _Hlk9329389]                                          　　　　　代表者氏名（所属 役職 氏名）

  国立研究開発法人日本原子力研究開発機構が所有するプログラム等を利用するに当たり、下記の各項目を遵守することを誓約します。

記

1)  利用者は、利用申込書に記載した利用目的以外にはプログラム等を利用しないこと。

2)  利用者は、プログラム等に関して、改変したときや問題点等を発見したときは、その情報を速やかに日本原子力研究開発機構（以下「機構」という。）（システム計算科学センター）に通知すること。

3)  利用者は、機構（システム計算科学センター）の許可なしにプログラム等の複写及び第三者への譲渡・貸与をしないこと。

4)  利用者は、プログラム等の利用又は改変のため、作業の全部又は一部を第三者に委託し、若しくは請負わせる場合は、事前に書面による通知を機構（システム計算科学センター）に行うこと。

5)  利用者は、プログラム等を利用して得られた成果を公表するときは、利用許諾通知書に記載された文献を引用すると共に、プログラム等を利用したことを明記すること。
    また、その成果の公表に際して、事前協議が明記されているものは、機構と協議すること。

6)  利用者は、プログラム等の取扱いによって知り得たプログラム等自体に関する内容を第三者に漏えいしないこと。

7)  利用者がプログラム等を改変した場合の著作権については、機構と利用者とでその取扱いを協議すること。

8)  利用者は、プログラム等を利用することにより生じた一切の損害については、機構を免責すること。



